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とである。本論文では、 (1)ループル合意後の円ドル為替レートに関するターゲット・ゾーン制の有無(第 2 章)、 (2)
危機前の東アジアにおける為替政策の特定化(第 3 章、第 5 章)、 (3)危機前の東アジアにおける不胎化政策の効果
(第 4 章)という大まかに言って 3 つのテーマが取り扱われている。本論文は、データに基づく客観的視点から、こ
れら近年の国際金融における主要論題に関して、定説を覆す結果、あるいは定説に新しい光を照らす結果を提示して
いるo







































ても、十分な論議がされているとは言えな L 、。第 4 章における同時性の問題、第 5 章における初期値の設定など、技
術的課題も残されているo とはいえ、このような問題にもかかわらず、既存の政策テーマに高度な実証分析のメスを
入れようとする一貫した姿勢において、本論文は、開放マクロ経済学に対する意義ある貢献であり、博士(経済学)
に十分に値するものと判断するo
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